



































 本研究の研究対象は、イマヌエル・カント（ Immanuel Kant）の倫理学における定言命法
（ kategorischer Imperativ）である。本研究ではこの定言命法を、道徳的熟慮を導き、ある
状況の中で何が道徳的に行われるべきかを決定する原理という観点から論じる。この主題
をここでは「道徳的判定の手続き（ procedure of moral judgment, Verfahren der moralischen 
Beurteilung）としての定言命法」と呼ぶことにする。本研究の主要文献は、カントが定言
命法を初めて導入し、それを最も詳細に論じた著書『道徳形而上学の基礎づけ（Grundlegung 




能性（ universalizability of maxim, Universalisierung der Maxime）」の解釈を行い、定言命法
からの特定の内容を持った義務の導出構造を明らかにすることである。二つ目の課題は、






















































































































































































































第七章  自律による道徳性の解明  
 道徳性とは、定言命法と意志との直接的結合を指す概念である。カントの主張に従えば、
この直接的結合が可能になるのは、定言命法に従う意志が自律的意志である場合に限られ
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る。第七章においては、第六章における目的自体の解明を踏まえたうえで、この主張をそ
の論拠とともに明らかにした。  
 まずは、カントによる他律的倫理学批判の意義を明らかにした。カントが自律を導入す
る際の主張に従えば、定言命法と意志との直接的結合が可能になるのは、その意志が自律
的である場合に限られる
．．．．
。この限定を正当に主張するためには、その他の場合にはそれが
不可能であることを証明せねばならない。この限定を行っているのが、他律的倫理学批判
である。自律と他律という二分法を導入することですべての意志を二種類に分類したうえ
で、他律的意志を道徳性を解明するための選択肢から排除することによって、自律的意志
が唯一可能な選択肢として残されるのである。  
 次に、この自律的意志によって道徳性の解明が可能になるという主張の積極的論拠の解
明を行った。その論拠としてカントが挙げているのが、自律的意志が「自分で一番上で立
法する意志」だということである。この点を明らかにするため、本研究ではまず、立法者
概念の解明を行った。その解明に際しては、『道徳形而上学』や『コリンズ道徳哲学講義』
などで言及される「法則の創始者」と「法則に従う拘束力の創始者」との区別に注目した。
この考察の結果として、立法者を法則と意志とを結び付ける者と理解する解釈を提示する
とともに、立法者の意志が法則に基づく意志だと考えられていることを確認した。  
 この立法者概念を踏まえ、さらに、目的自体に関する論述を定言命法の立法者論として
読解することによって、件の「自分で一番上で立法する意志」の内実を明らかにした。カ
ント倫理学における立法者概念と価値論に基づけば、定言命法の立法者の意志は絶対的価
値を持つ。この立法者の意志は、その絶対的価値のゆえに、価値系列の「一番上に」位置
付けられる目的自体でなければならない。目的自体としてのこの意志は、さらなる目的を
媒介することなく、「自分で」自分の意志と法則とを結び付ける、すなわち、自分で自分
に法則を与える以外の選択肢を持たない。このように論じることによって、自律的意志と
法則との結合が無媒介的＝直接的（ unmittelbar）結合であることを明らかにした。法則に
服従する行為者の意志がこの「自分で一番上で立法する意志」としての自律的意志である
場合に、この法則と意志との直接的な結合を見出すことが可能となり、道徳性が成立する
のである。  
 
結語 
 従来自明視されてきた道徳的規則だけでは対処することの出来ない道徳的問題が生じ、
さらに、その道徳的規則の自明性さえも失われつつある現代において、道徳的問題の解決
を課題とする道徳理論研究の重要性は増している。本研究第一部で取り上げた「格率の普
遍化可能性」が重要なのは、この主題がカント倫理学を道徳理論として読み直すことを可
能にするからである。「格率の普遍化可能性」というこの主題自体が、倫理学への現代的
要請に応えるものである。「格率の普遍化可能性」論の枠組みに則り、定言命法を道徳的
判定の手続きとして再構成した本研究も、この要請に応えるものであった。  
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 本研究はさらに、カント倫理学の核心的理念である自律に現代的意義を認める視点をも
提供している。本研究の成果のひとつは、道徳理論というこのアプローチ方法のみでは、
道徳性を解明することは出来ないということを明らかにした点にある。本研究は、現代の
カント倫理学研究における中心的研究対象である「格率の普遍化可能性」に道徳性への到
達不可能性という限界を設定した。それが出来たのは、定言命法の立法者論をその内実と
する道徳形而上学という探究を踏まえ、あらためてこの主題に反省を加えたからこそであ
った。道徳性を解明するためには、道徳性の原理がいかなる内容を持つかを明らかにする
のみでは足りず、その原理の立法者についての考察が不可欠である。カントのこの洞察は、
道徳理論という主題設定からは抜け落ちてしまう。先に述べたように、道徳理論とはそれ
自体で現代的課題に応える倫理学研究のあり方である。しかし、道徳形而上学という観点
からカント的道徳理論を再照射することによって、道徳理論というこのアプローチ方法の
不備を可視化することが可能になった。さらに、自律へと収斂する定言命法の立法者論と
してこの道徳形而上学を読解することによって、その不備を補うことが可能になった。『基
礎づけ』において自律へと至るカントの思考過程を忠実に追うことによって、現代の研究
において見落とされていた問題を発見すると同時に解決することが可能になったのである。 
